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２ 平成１３年度当初予算案のポイント

平成１３年度当初予算案のポイントを総括すると、以下のとおり。

〈一般会計の予算規模〉

・一般会計の予算規模は、１兆８５５億７２百万円、対前年度当初比０．９％の微増 （３年ぶ。

りの増）

・予算規模が微増となったのは、投資的経費、一般行政経費は 「財政再建プラン」に基づき徹、

底した見直しを実施し、対前年度比減となったものの、公債費(８．４％増 、扶助費（８．４）

％増）等の義務的経費が、対前年度比で２００億円、３．３％増と大幅な伸びとなったことが

要因。

（単位：百万円、％）

区 分 Ｈ１２ Ｈ１３ 前年度比

一般会計 １，０７５，５７３ １，０８５，５７２ １００．９

特別会計 １４１，１０９ １１３，７２６ ８０．６

企業会計 ８７，４６２ ８９，９３８ １０２．８

計 １，３０４，１４４ １，２８９，２３６ ９８．９

＊特別会計減額の主な理由は、競輪事業特別会計、港湾事業特別会計の減による。

企業会計増額の主な理由は、水道事業、下水道事業の増による。

（参考）予算伸び率の推移 （％）

区 分 Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ10 11 12 13

県一般会計 5.4 3.6 7.8 2.7 3.2 4.8 1.9 4.1 0.1 0.9▲ ▲

国一般会計 2.7 0.2 1.0 2.9 5.8 3.0 0.4 5.4 3.8 2.7▲ ▲

うち一般歳出 4.5 3.1 2.3 3.1 2.4 1.5 1.3 5.3 2.6 1.2▲

3.6 4.3
地方財政計画 4.9 2.8 5.9 2.0 3.4 2.1 0.0 1.6 0.5 0.4

〈財政再建プランの推進〉

・ 財政再建プラン」の見直しを行うとともに、これに基づき、歳入・歳出両面にわたる徹底し「

た見直しを行い、約７１５億円の財源を確保。

〈県税収入〉

県税収入は、個人県民税が低迷する一方で、企業収益の回復に伴う法人２税の増収等により、

３，２４９億円、対前年度当初比４．６％の増を見込む。
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〈新世紀いばらき重点化枠の活用〉

・改定県計画を踏まえ、予算要求時に「新世紀いばらき重点化枠」として次の５つのテーマを新

たに設定し、連携と協働によるいばらきづくりを推進する観点に立って、約７億円、５２本の

新規事業を予算化。

①新たな時代を担う人づくり ②少子・高齢社会対策 ③男女共同参画社会の形成

④情報交流空間の創造 ⑤循環型社会づくり

〈景気・雇用対策への取り組み〉

・当面の景気・雇用対策への取り組みとして、国補公共事業を最大限確保するとともに、県単公

共事業についても、生活に密着した県道や市町村道の渋滞箇所や交通危険箇所等を解消するた

めの道路整備等に重点化を図るとともに、その規模についても所要額を確保。

・パワーアップ融資の新規融資枠の拡大（１２０億→１６０億 、中小企業向け各種ＩＴ関連施）

策の充実、雇用対策基金の活用等により、中小企業対策、雇用対策を強化。


